
 

 

 

  

■蔵書点検による 

      休館のお知らせ 
 １０月１１日（月）～１５日（金）の間、 

 落合図書館は蔵書点検のため休館いたします。 

 期間中に本を返却される場合は、総合センター 

正面入口横のブックポストにお願いします。 

 また、DVD は壊れてしまう可能性があるので、 

開館後にカウンターにご返却ください。 

 開館している市内の他の図書館をご利用いただく 

こともできます。 

 なお、図書館隣の学習室は、通常通り火曜日以外は 

使用できます。 

よろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

■新しい DVD が入りました！ 

『はたらく細胞』や『アナと雪の女王 ２』 

などの DVD が新しく入っています。 

こちらもチェックしてみてくださいね。 
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落合図書館だより 
 

▼スウィートブック 
絵本でしあわせさがそうね！ 
 

▼読み聞かせ会 
 

▼ブックサロン 
 

10月 2日（土） 

11月 13日（土） 

11：00～11：30 

対象：幼児から小学生 

 

真庭市立落合図書館 
落合総合センター２階 

《開館時間》9：00～18：00 

《T E L》５２－３３１５ 

※休館日は毎週火曜日です 

《ＨＰ》http://lib.city.maniwa.lg.jp/ 

 

10月 20日（水） 

11月 17日（水） 

   10:00～ 
読み聞かせ・パネルシアター 

など 

 対象：乳児から未就学児 

10月 18日（月） 

11月 15日（月） 

13：00～ 

おすすめの本を紹介し合う会です。 

気軽に本のことを語り合いましょう！ 

■本のリサイクルマーケット 

 １１月１２日（金）～１４日（日） 

図書館で不要になった本（汚損・破損本を含む） 

を、無料でお持ち帰りいただけます。  

※持ち帰り用の袋をご持参ください。 



■10/27～11/9は読書週間です。 

【読書週間とは】 

終戦の２年後の１９４７年（昭和２２年）、まだ戦火の傷痕が至るところに残っている

とき、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と決意をひとつに、出版社、取次会

社、書店と公共図書館が力を合わせ、さらに新聞・放送のマスコミ機関の協力のもとに、第

１回「読書週間」が開催されました。 

 それから７０年以上が過ぎ、「読書週間」は国民的行事として定着し、日本は世界有数の

「本を読む国民」の国となりました。その一方、物質生活の豊かさに比べ精神生活の低迷

が問題視されている昨今、論理的思考の基礎となる読書の重要性は、ますます高まってき

ています。 

 本年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりの読書への関心と、読書習慣の確立の契機と

なることを願ってやみません。   

（公益社団法人読書推進運動協議会 ホームページより） 

 

コロナ禍の今こそ、読書で世界を広げてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着案内 

 

落合図書館に新しく受け入れた図書を紹介します。 

新着図書コーナーは入り口から一番手前の棚、閲覧

席の側に設置しています。 

※掲載しているのは新着図書の一部です。 

【文学】 

『疼くひと』松井久子 著／中央公論新社 

『エラー』山下紘加 著／河出書房新社 

『感染捜査』吉川英梨 著／光文社 

『恋狂ひ』宇佐美まこと 著／角川春樹事務所 

『アウシュヴィッツで君を想う』エディ・デ・ウィンド 著／早川書房 

【実用書】 

『防災ＢＯＯＫ』マガジンハウス 

『ねころんでよめるワクチン』笠井正志 著／メディカ出版 

『新・絵本は心の処方箋』岡田達信 著／瑞雲舎 

『28文字の片づけ』yur.著／主婦の友社 

『鮭とごはんの組み立て方』佐藤友美子 著／誠文堂新光社 

 

【児童書】 

『防災ハンドメイド』辻直美 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『わくわくサバイバル図鑑』 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『洞窟少年と犬のシロ』祓川学 作／ハート出版 

『用具室の日曜日』村上しいこ 作／講談社 

『けんか餅』桐生環 作／フレーベル館 

【絵本】 

『お月さんのシャーベット』ペクヒナ 作／ブロンズ新社 

『ふかふか』おのかつこ 作・絵／国土社 

『みどりのバケツのおいしゃさん』天野めぐみ 絵／文芸社 

『そらまめくんのまいにちはたからもの』なかやみわ 作／小学館 

『ようかいむらのしとしとあめふり』たかいよしかず作・絵／国土社 

 


